
のび

のび

だ
よ
り

だ
よ
り

だ
よ
り月 号

開　所　日

利用料金

対象年齢

月曜日～金曜日

（土 ・日 ・祝日は休み）

イベント内容により参加費を
頂く場合がございます。（ ）無料

０ ４才位まで才

電話 ： ６４８２－８０８２

Ｅ－ｍａｉｌ： amagasaki-nobinobi@nifty.com

～

１０時～１５時００分まで

住所 ：尼崎市杭瀬北新町３－１６－７

８

　今年は梅雨明けも遅くなり、新型コロナウイルス感染症もなかなか収束のきざしが見えず、

心身ともになんとなく活発に動けないと感じていませんか？元気の出ない時や子どもと二人

で体力が続かない時、もちろんご自身がパワフルでポジティブな気分の日に、のびのびを利用

してより気分を高めていただけるとスタッフも晴れやかな気持ちになります。

暑い夏が迫っています！新型コロナウイルス感染症や熱中症にならないように、睡眠と栄養

と運動が三大必須要件だということは、みなさんすでにご存知の通りです。暑いからと冷たい

そうめんやうどんだけでなく、タンパク質や脂質も摂るようにして体力維持と増強をお願い

します。

花　　火

花火の歴史
紀元前３世紀、中国で火薬の基本となる硝石が発見されてからと言われて

います。日本では、それから２０００年後の天正１７年（１５８９年） ７月に

伊達政宗が鑑賞したのが最初と言われています。別の記録には慶長１８年

（１６１３年）８月駿府で、徳川家康にイギリス人同行者の中国人の手で花

火を見せたとあります。

万治２年（１６５９年）、大和の国弥兵衛（初代鍵屋）が江戸で葦の管の中

に火薬を入れた初歩的なおもちゃ花火を考案して売り出したところ、爆発

的人気を得たそうです。明治のはじめ頃、西洋からの輸入により塩素酸カ

リウム ・ ストロンチウム ・ バリウムなどの彩色こう剤を得て、日本花火の歴

史上最大の躍進の時期を迎え、今日の世界一といわれる日本花火の歴史

がつくられました。

豆知識

新型コロナウイルス感染症の影響のため、 今月も行事は企画していません。

のびのびの夏休みは、８月１３日 （木） から１７日 （月） までです。
ご不便 ・ご不自由なこともあるかと思いますが、ご協力お願いいたします。

お知らせ

今 月 の 歌
ドンとなった花火だきれいだな
　　　　　　　　　　　　空いっぱいに広がったしだれやなぎが　広がった
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ドンとなった何百　赤い星
　　　　　　　　　　　一度に変わって青い星もいちど変わって　金の星
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